






九州情報通信設備建設労働組合協議会
� （片平代議員）
私からダイバーシティ推進の取組に
ついて、意見を述べさせていただきま
す。
九州情報通信設備建設労働組合にお
いては、通建連合ダイバーシティ推進
計画を踏まえ、自組織のダイバーシ
ティ推進委員会で上げられた意見等を基に、2024春闘の中
で男女間賃金格差の抑制や育児休業の取得促進を図る観点
から育児休業期間における人事評価基準の見直し等に取り
組んできましたが、そのほかにも課題はありますので、今
後も一歩ずつ取組を進めてまいりたいと思います。
その上で通建連合の取り組みにおいて、これから述べる
内容について検討していただき、魅力ある通建業界につな
げていただけたらと考えます。
まず、本年6月に実施していただいた女性役員学習会で
すが、私自身も含め、今回は50名以上の方が参加されてい
ます。本学習会はふだんの組合活動では得られない組織を
越えた人間関係の構築や様々な職種の方と対話することで
新たな知見を得ることができる重要な機会であり、また、
通建連合が目指す女性役員間のネットワーク構築と役員育
成の観点からも有益でありますので、今後も継続して開催
いただけたらと考えます。
あわせて、参加しやすい環境づくりの観点から、各企業
への理解促進に向けた要請や託児所等の検討もしていただ
けたら幸いです。
次に、次年度の取組に関して申し上げます。
情報労連ではクオータ制の議論がされていると聞き及ん
でいますが、御存じのとおり、通建業界は建設業界同様に
女性社員の比率が低く、組合員比率が約15％とのことで
す。そのような状況の中でクオータ制が実施されたとして
も女性役員の負担が多くなり、女性役員定着の観点からは
逆効果の要素を含んでいる制度ではないかと考えます。も
ちろんクオータ制が女性役員の積極的参加を促すための仕
組みであることは理解しますが、実態に伴わない制度の運
用は課題があると思います。
したがって、女性役員学習会のような取組を展開し、
しっかりとした土壌をつくり上げた上での制度導入でなけ
れば、将来において形骸化するおそれがあるのでないかと
考えます。
以上、雑駁な意見となりましたが、通建本部としての考
えをお聞かせいただけたらと思います。よろしくお願いし
ます。
　

エクシオ関連労働組合協議会
� （坪内代議員）
私からは労働条件向上の取組につい
て意見を述べさせていただきます。
2024春闘における賃金をはじめとし
た労働条件向上の取組は社会全体の賃
上げに対する機運や会社の人材確保に
向けた考えなどが相乗的な効果とな
り、近年まれにない改善を勝ち取ることができました。議
案書にもあるように通建連合の多くの組織でも同様の状況
だと認識しております。
エクシオ関連労協としての2024春闘においての要求に

ついては、通建連合「笑顔で帰ろう指針（賃金）」の統一
方針に基づき、定期昇給の確保及び賃金改善4,000円、ま
た、各交渉単位の実態に即した改善要求として、手当、労
働条件等の処遇改善1％以上を踏まえた、トータル定期昇
給を含む賃金改善5％以上をエクシオ関連労協の統一方針
として取り組みました。
そして、結果として、エクシオ労組単体としては、定
期昇給を含めて5.6％、1万6,000円相当、その他のエクシ
オ関連労協加盟組織の平均値として、定期昇給を含めて
5.5％、約1万3,400円相当となり、通建連合全体を牽引す
る立場として一定の結果を残すことができました。
しかしながら、通建連合全体としての賃金底上げの観点
からは十分な結果だとは言えないと考えておりますし、依
然として物価高の状況や日本の平均賃金の実態を踏まえる
と、継続した賃上げが引き続き必要と考えております。
また、最低賃金について、冒頭、議長のあいさつにてあ
りましたけれども、今週開催されました厚生労働省の目安
小委員会において、最低賃金の引上げ目安が全国平均50円
で最終調整に入っていると聞いております。
経団連など経営側の代表と労働組合など労働者の代表が
出席し、まさに両者ガチンコで最低賃金の数字をめぐる議
論が繰り広げられていると聞いております。議論の中で
も、世界の先進国と比較しても低い現在の全国平均最低賃
金961円について、岸田総理大臣が言及する全国平均1,000
円を達成するには、あと39円以上の賃上げ、史上初の4％
以上という大幅な引上げが必要な状況でありまして、賃金
改善のモメンタム継続の重要性が叫ばれております。
今後はその内容に基づき、各地方の最低賃金委員会にて
新たな法定最賃が決まり、10月1日頃より改定される手順
になることをニュースで聞き及んでおりますけれども、通
建連合では法定最賃をベースとした通建最賃を展開してお
り、今年度改定される法定最賃を受けて、2025春闘にて展
開されると思っております。
以上を踏まえての質疑になりますけれども、現時点にお
ける2025通建最賃に対する考えや2025春闘に向けた認識等
についての議案書の方針を補強する観点で何かあれば、お
聞かせ願いたいと思います。よろしくお願いいたします。

日本コムシス関連労働組合協議会
� （内田代議員）
私からは組織強化の取組について意
見を述べさせていただきます。
通建連合本部においては、春闘や労
働安全衛生の確立を軸として、持続可
能で魅力ある通建業界に向けた取組を
展開しており、我々加盟組織もその考
えに賛同し、連携して取組を展開しているところでござい
ます。そのような取組の結果、少しずつではありますが、
現場の声が通建業界各社や発注者にも届いており、改善が
進んでいると感じております。
しかしながら、連合や情報労連が提起しているサプライ
チェーンを意識した価格転嫁について、日本コムシスはこ
の四月にパートナーシップ構築宣言を公表しましたが、日
本コムシスグループ全ての会社が公表をしているわけでは
なく、現場第一線まで確実なる価格転嫁にはまだまだ時間
がかかると感じているところでございます。
日本の総人口が減少している中で、人材の確保は持続的
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に事業を行っていく上で、業界的にも重要な課題だと言え
ます。人への投資の観点からも働く人の定着、そして、サ
プライチェーン全体での付加価値への転嫁は必要不可決で
はございますが、通信技術者不足は加速度的に進んでいる
と日々感じているところでございまして、持続可能で魅力
ある通建業界の達成にはまだまだ道半ばだと感じていま
す。
今ほど述べた背景を踏まえ、物価高騰における価格転嫁
が通建業界の第一線まで展開できるように情報労連及び組
織内議員と連携し、発注者及び官公庁などに向けた要請行
動等、年間活動を通した取組強化を今まで以上に検討して
いただきたいと思います。
また、2024年度においては綱領の策定や今後の運動を踏
まえた組織改革論議と財政検討が展開されると聞き及んで

おり、我々加盟組織にも影響がある内容だと考えます。と
りわけ財政検討においては会費の見直しも検討課題となる
ことが想定されるだけに、場合によっては組織の在り方等
を論議する必要がございます。
持続可能で魅力ある通建業界の達成に向けて、多少の支
出は必要不可欠であると感じますが、加盟する組織の組合
員自身に直接負担がかかってしまっては元も子もございま
せん。結果、組合離れが進んでしまわぬよう、しっかりと
検討していただきたいと思います。
その具体的な検討は今後の幹事会において論議されると
は思いますが、持続可能で魅力ある通建業界達成に向け
て、これからの組織強化の観点と組織改革論議における現
時点の考え方や方向性等があれば、お聞かせいただけたら
と思います。

　

【高代事務局長】
コムシス労協・山口代議員からの御
質問に対してお答えしたいと思ってお
ります。まず7月17日の事故でお亡く
なりになられた方の御冥福を心からお
祈り申し上げ、そして、家族の皆さん
に哀悼の誠をささげたいと存じます。
その上でということでありますが、
まず交通誘導員の転落の死亡事故については、昨日の幹事
会で今後の対応について、具体的には闘争連絡を発出し
て、加盟組織と連携した対応を強化ということについて方
向感を確認させていただきました。
ただ、まだその当該事故の実際の事故情報、あるいは原
因究明等、労使の確認が終わっておらず、通建連合の幹事
会の中でも共有されていない状況でありますので、その状
況を待った上で各加盟組織に展開できるように現在取組を
進めていきたいと意識合わせをしてきたところでございま
す。
それと併せて、通建連合にはエクシオ関連労協におい
て、警備員さんが組織されているキステム労組もございま
すから、とりわけキステム労組の皆さんにもお力をお借り
しながら、実際の我々の通建工事における警備員さんが感
じられていることとか、我々が改善しなければいけないこ
ととか、多々あると思います。
したがって、キステム労組の皆さんにもお力を借りて、
現場で従事する交通誘導員さんの声も聞いた上で、しっか
りと二度と……交通誘導員、先ほど申し上げたとおり、も
う既に4人亡くなられております。山口さんからも決意が
ありました。二度とそういう事故が発生しないようにとい
うことでしっかりと対応できるように通建連合全体として
対応していきたいと考えています。まずこれが第１点。
もう1点ありました。とりわけコミュニケーションズの
大手町で発生した事故については非常に重く受け止めてお
ります。それはなぜかと申し上げますと、当該の被災され
た方が経験3か月で24歳であられた、まだまだ若い方。昨
日の幹事会の中でもいろいろと事故報告を受けて、その資
料を見せていただきましたが、１点だけ少し論議をさせて
いただきつつ、私から問題提起させていただいたのは、元
請とグループ一次の役割分担というか、何を対応していく
かというのが資料から見てとれなかった。とりわけ現場の

班長さんに対する指導、役割の記載が多かったなというと
ころで、元請責任とそれを含めたグループ一次の責任がど
ういう役割があるかについてはっきりさせなければいけな
いし、具体的な現場指示に対して、どういうことがあった
かということについても確認していく必要があるというこ
とについても少し申し上げさせていただいたところです。
その上で、これは前回安全ヒアリングでもやらせていた
だいた、シーキューブ労使の中でも少し申し上げさせてい
ただきましたが、今回被災された方は23歳？の方です。ま
だ自宅療養中と聞いておりますので、今回コムシスさんで
策定された安全対策を彼自身に説明して、彼自身が今後も
働き続けたいと実際に思ってもらえるような安全対策であ
るならば、それは1つの真実であり、回答であり、みんな
が共有すべき対策ではないかということも、これはシー
キューブさんで起きた事故において私は申し上げさせてい
ただいたことでありますし、大事にしなければいけない視
点かなと思っております。
それと併せて、ぜひやっていただきたいし、我々として
も取り組ませていただきたいのは、昨年から取り組ませて
いただいている安全ヒアリングですが、こちらについても
策定された再発防止策が実際に現場の皆さんに浸透してい
るかということで、一定期間おいた後に現場のヒアリング
をさせていただくという趣旨でやらせていただきました。
したがって、ぜひコムシス労組の皆さんにもそのような
観点でやっていただきたいし、我々としても当該の23歳？
の方の実際の思いを聞かせていただきながら、被災者の手
記も共有させていただける範囲で共有し、実際に安全意識
というところに対して、皆が共有すべきことを共有させて
いただく。こういう通建連合の運動をさせていただき、再
発防止策につなげていけたらなと思っています。
いずれにせよ、通建連合は加盟組合の皆さんとカウン
ターパートナーとしての役割を発揮するということで支援
をさせていただきたいということでありますで、何も会社
だけに責任があるというわけではなくて、労組にも一定の
責任があるという立場に立ちながら加盟組織の皆さん、そ
して、コムシス労組の皆さん、コムシスの会社の皆さんと
一緒になって、この業界から事故をなくしていく取組を共
にやっていきたいという考えをまず申し上げさせていただ
きたいと思います。
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次に、ダイバーシティ推進に関して、九州通建労組の片
平さんから御指摘をいただきました。
まずもって、女性役員学習会について御評価をいただい
たということで感謝を申し上げたいと思っております。
お願い事項は2つあったと思います。各企業への理解促
進に向けた要請、それと託児所等の検討についてです。
1点目については要請でございますから、通建九州さ
ん、あるいはほかの加盟組織さんと通建連合と連名でお願
い文書等についても考えられるのかなと考えております。
この点については実務的な書記長会議で論議させていただ
きながら、今後どうするかということも次年度のテーマと
して受け止めて対応させていただきたいと考えておりま
す。
もう1つ、託児所です。これは先月の女性学習会のまと
めのあいさつで、私1つ、参加の皆さんに宿題を出させて
いただきました。ジェンダーギャップ指数が連続して1位
のアイスランドについてちょっと調べてみませんかという
ことで宿題を出させていただきました。
具体的に申し上げますと、そのジェンダーギャップ指数
は男女の平等の程度ということで、ゼロが完全不平等、1
が完全平等としての指数に対して、アイスランドが0.935
で1位、日本が118位で0.663ということでございます。
順位はさておき、1位のアイスランドではこんなニュー
スがありました。2016年に女性の議員の方が国会で授乳を
しながら質疑応答を行っていたということで、皆さん御記
憶にある方もいらっしゃると思います。そんなニュースが
あったのです。つまり何が言いたいかというと、子育てを
していれば、授乳するのは普通のことという世論がアイス
ランドにはあるということです。
したがって、託児所という発想自体も、少し発想が飛び
抜けているかもしれませんが、やはりこれ、私たちが気づ
いていないアンコンシャス・バイアスかもしれません。つ
まり通建連合の女性役員学習会でも最終的には託児所など
に預けなくて、みんなで面倒を見合いながら研修を受け
たっていいのではないかという雰囲気も労働運動論として
は実現していく方向感と感じているところです。したがっ
て、こういう立ち向かうべき壁を見失わずにしっかりと芯
を据えてやっていくということが大事なのではないかとい
うことをまず申し上げたいと思っております。
さらに、クオータ制についてです。アイスランドの事例
と日本の事例をちょっと比較論で考えたいと思います。立
憲民主党のホームページを参考にさせていただきましたけ
れども、2023年7月19日の欠員を欠くデータだそうです。
国会議員の女性比率。衆議院は10.3％、参議院は26.7％、
合わせて16.0％。711名の国会議員に対して114名の女性議
員だそうです。
翻って、アイスランドです。47.6％ということで、数は
63名中30名が女性議員の方ということで、これはウィメ
ン・イン・ポリテクス2023年というところのデータですけ
れども、アイスランドではクオータ制が採用されていない
ということなのです。
どういうことなのかということで、ある記事ではこんな
ことも書いてありました。1980年から1996年までアイスラ
ンド大統領を務めたヴィグディス・フィンボガドゥティル
さんという方の存在が大きいと。
彼女は世界初の女性大統領として16年間就任されていた
ということで、女性がリーダーのポジションに立っていて

も違和感を持たないということではないかなと思いまし
た。
だから、私たち労働組合も含めて政治の場、会社のエス
タブリッシュメント、経営層を含めて多くの課題があると
思っておりますが、女性がトップに立つ姿が少な過ぎるの
ではないかなということだと思っています。
それと併せて、女性が社会に出ていくために多くの課題
があります。固定的役割分担意識などもそうです。労組の
運営方法自体もそうです。さらに国民年金第3号被保険者
制度についても今どうなのかということも問わなければい
けないし、連合もそのような対応をしているということ。
実際、国民年金だけでは安心して生きることができない。
だからこそ、2,000万円の貯蓄が最低限必要ということが
言われていると思っています。なので、しっかりと厚生年
金、根本として現役時代の所得水準の底上げをしなければ
いけない。これは皆さんと認識が一致するところだと思っ
ています。
そして、現在の女性役員学習会の意味。そこに参加して
いただいている女性の役員の方々が次にバトンタッチする
ときに、「どう？やってみない？通建連合で女性役員学習
会というのがあるんだけど、そこに参加するだけでも役員
をやってみる価値があるわよ」と、こんなことを一言言っ
てもらえるだけでも価値があるかなと思っています。
通建連合の加盟組織の実態を踏まえると、まずはこうい
う現状から目線合わせをして、じりじりと意識を広げつ
つ、一方で、リーダーになりたい女性には徹底的に駆け上
がっていく機会を提供していく。この両方の志向をして、
通建連合として皆さんの理解と御協力をいただきながら運
動を、先ほど申し上げた意識変革につながる取組を継続し
ていけたらなと思っています。
最後に、今日、大会に参加の皆さんと一緒にアイスラン
ドのことを少しひもといて、今の日本との違いを知りなが
ら、労働組合活動が日本のジェンダーギャップ指数の改善
に少しでもつなげられたと。こんな行動をしていきたいと
思っています。共に前進していきたいと思っています。
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エクシオ関連労協の坪内さんからの提起、労働条件に関
する取組について申し上げます。
まず総括については先ほどの事務局長提案で申し上げた
とおりなので割愛させていただきたいと。それと、最賃に
ついても、今後の方向感について頭に置いていただきたい
ことについても提案で申し上げたとおりです。その上で補
強する観点について少し申し上げさせていただきたいと思
います。
通建連合としては、持続可能で魅力ある通建業界の実現
に向けて運動を展開させていただいているところです。通
建業界と申し上げている以上、加盟組織の組合員のみなら
ず、通信設備建設、保守を実際に担っていただいている現
場第一線の方々を含めた運動を標榜しているということで
ございます。
ここで皆さんと共有させていただきたいのが2014年に日
本建設業連合会が出した建設技能労働者の人材確保・育成
に関する提言があります。これは2018年までに会員企業が
原則二次下請までとしたいということ。さらに、40歳代の
平均目標年収を600万円と提言されております。さらに、
鹿島建設では去る2021年に2023年までに下請を原則二次ま
でとする方針を出しているというところです。
既に私たちの業界、これはNTTグループ事業に限った
ことでありますけれども、構造改革ガイドライン、さらに
通建建設業未来志向の変改2.0の方針を出されていること
は御承知の方もいらっしゃると思います。それぞの改革項
目について、通建各社のNTT事業部門を中心に取り組ま
れ、NTT工事安全対策協議会等の場でNTT東・西中心に
その進捗が報告されていると認識しています。
とりわけ未来志向の変革2.0の位置づけとして、昨今の
事業環境の変化、リモートワールドの実現、５Gの拡大を
踏まえ、今後は地域活性化への貢献を通じ、社会的課題の
解決を目指していくことが求められる。そのため、既存業
務の効率化に加え、地域社会のお困り事の解決やIWONの
次世代設備構築業務等、新たな領域への稼働シフトや業務
複合化が必要となると定義されているところです。
その上で目指す将来像として、現地業務の見直しやデス
ク・間接業務の効率化、持続可能な運営体制の確立に向け
て取り組み、若者が働きたい、働きつづけたいと思う魅力
ある現場、業界を実現していきたいと。さらに目指すべき
姿として、１つとして、国内最高水準の建設業界、安全
性、生産性、安定、2つとして、若者が働きたい、続けた
いと思う業界を掲げているということです。これはしっか
りと認識しておかなければいけないということです。
どうでしょう。実際我々の現場、今、申し上げたことが
実現されているかということです。最低賃金に例えるなら
ば、目標としている1,500円の時給で、昨年、2023年毎月
勤労統計の令和５年の労働時間の平均、建設業で言えば、
総実労働時間164時間です。
これは換算すると、12か月で295万2,000円です。さらに
通建最賃は、まだまだこの1,500円には遠く及んでいない
ということ。魅力ある通建業界として選ばれる労働条件に
するためにも、引き続いての底上げが必要です。
身近な電力さん、電工さんとの競合も現実として意識し
ていかねばいけないことも事実ですけれども、通建最賃を
採用されることがベターアンサーとなるためには、業界の
中の公正競争の基盤としての機能発揮が求められているの
だということも今後の方向性を考える上で重要な考え方と

思っています。
さらに、通建最賃については取組2年目なので、これま
でのスキームを踏襲しつつ、一昨日示された中央最低賃
金審議会の1,054円が全国の地賃でどこまで上昇インセン
ティブになるのか。これを勘案しながら、幹事会で論議を
しながら、企業側の皆さんにも秋闘段階での労使論議に間
に合うよう、スピード感を持って進めていきたいと考えて
おりますので、引き続きの御理解、御協力をよろしくお願
いしたいと考えております。
さらに、2025春闘については、連合の春闘の基本方針と
して、本春闘で掲げている経済も賃金も物価も安定的に上
昇する経済社会へのステージ転換を図ると。このスタンス
は大きく変わらないものだと認識しておりますので、引き
続き、国際的に見劣りする日本の賃金水準を引き上げ、新
たな経済社会へとステージ転換を図り、人への投資、分配
と成長の好循環を実現するための持続的な賃上げが必要不
可欠であると。方針は変わらないと思いますので、その認
識に基づいて方針を確立していきたいと考えております。
いずれにしましても、通建連合は連合と情報労連方針を
積極的に受け止めつつ、事務局長提案で申し上げた通建業
界のサプライチェーン全体の成長、発展の観点からの全体
の底上げ、格差是正、底支えについてを基本に書記長会議
のおいての論議を踏まえ、幹事会で確認した方針を中央委
員会で決定し、2025春闘の取組を持続可能で魅力ある通建
業界の実現につなげたいと考えておりますので、引き続い
ての御理解と御協力をお願いしたいと考えております。

第２号議案　本部回答（労働条件改善等）
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コムシス・内田代議員からの組織強化の取組について、
お答えを申し上げたいと思っております。
こちらについては、まず現場第一線までの確実なる価格
転嫁は春闘総括のとおりでまだまだだと思っております。
さらに通信技術者の不足、60歳以降の方々のスキル保持者
に対する、それ以後の世代の技能労働者が増えていないと
いう構図があると思っています。この課題認識についても
先ほど申し上げさせていただいたとおりです。
その上で価格転嫁が通信建設業の第一線まで展開できる
ように組織内議員、発注者及び官公庁に向け、要請行動、
取組の強化が要請されました。
まず事実として、情報労連では今次春闘でサプライ
チェーン全体の成長、発展の向けた要請書が業界大手3社
に出されたところです。これは皆さん、ご案内のとおりだ
と思っております。ご指摘のとおり、まだまだ道半ばです
ので厳しい現実があります。
この現実は何か申し上げると、通信料が政治に利用され
てしまいましたから、この現実と向き合い、改善していく
ためにも労働組合運動を続けていかねばなりませんし、だ
からこそ、組織内議員に国政の場でしっかりと対応してい
ただくことが必要だと思っています。なので、引き続いて
の連携と連帯をお願いしたいと思っています。
次に、組織改革論議についてでございます。こちらは
2002年7月に名称を全国通建から通建連合に改称させてい
ただきました。文字どおり単一組織から連合体組織への運
営に移行したということでございます。
当時の時代認識としては、先ほど申し上げたとおり、通
建業界各社を取り巻く情勢が新たな段階を迎えたというこ
と。改めて社会的な事業価値の創造と役割が求められると
して、我々の組合員の皆さんの労働条件の向上や、さらに
は構成する労働組合の社会的役割を果たすための運動と組
織機能、組織運営、財政の面からより効率的かつ効果的な
方向を見いだすための第2段組織改革に取り組んで、第28

回全国大会で、これは2006年7月28日の開催ですけれど
も、一定の整理を行ってきたところであります。
さらに2010年8月に開催された第32回定期全国大会で残
された課題として、結集単位について、情報労連県協加盟
の在り方について、地域の通建連合の組織間の連帯、共闘
の仕組みづくりについて、４つとして、還元対象外組織と
還元対象組織の通建連合会費の取扱いについて、そして通
建連合としての情宣活動について確認され、今後の進め方
についても確認されてきたところで、今、この段にあると
いうところです。
本年度においては第3回三役会議、5月31日に開催させ
ていただいて、第13回幹事会で通建連合の財政検証及び収
支改善に向けてということで論議をさせていただいたとこ
ろです。具体的な方向性は、次年度継続し、論議を積み重
ねていくことで論議は終わっているところです。
現状の仕組みでは、組織の生命線である組織拡大をして
も、通建連合としての財政上の課題解決を一気に推し進め
られない構造的な問題があります。その点をどうやってク
リアしていくかが今後の第2組織改革論議の論点としても
上がっている結集単位の在り方論と併せて、熟議が必要と
考えているところです。
組合離れのご指摘がございました。とりわけ首都圏にお
ける多くの組合員を抱える組織ではリモートワーク、フ
リーアドレスなど、活動スタイルの対面が通用しない環境
にあると思っています。大変厳しい状況にあるのだろうと
いうことも十分承知しております。
その上でこれまでの活動を見直し、新たな活動への予算
の見直しも考えなければならない時期に来ていると認識し
ております。
通建連合としても、引き続き組合員の皆さんと向き合っ
ている加盟組織の皆さんの現実を踏まえながら、前進でき
る取組を進めていきたいと考えております。

第２号議案　本部回答（組織強化等）

第２号議案および第３号議案、ならびに第４号議案承認可決
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【一般会計について】
⑴一般会計の全体的な特徴的事項について
5月31日現在の一般会計執行率は収入で67.4％、支出が
58.2％となっています。各科目において予算執行に対して若干
の濃淡はあるものの、概ね運動方針に沿った執行となっていま
す。
⑵収入の部における科目毎の詳細について
１）会費収入は、組織人員調査に逐次会費納入見直しを実施
してきた結果、期首17,889名から9名減少し、17,880名（５
月末時点）となっています。
2）雑収入および情報労連還元金は、情報労連還元金
16,800,000円で、雑収入は16,330円となっています。
3）他会計からの繰入については、組織拡大資金会計から
5,000,000円を繰り入れしています。
４）収支剰余金は、2023年度会計への収支剰余金は
26,041,294円（昨年38,861,102円）となっています。
５）収入合計は、208,772,519円となっており、第50回中央委
員会における修正予算額に対して67.4％となっています。

⑶支出の部における科目毎の詳細について
1）情報労連会費については、2023月4月１日時点の組合員
数を基本に、年間の増減等も勘案しつつ16,900名（一般：
16,200名、パート：700名）を適用しており、予算どおり
の支出となっています。
２）人件費は、専従役職員４名分と派遣役員３名の予算計上
をしており、人件費全体で47.1％（前年同時期：52.6％）
の執行率で会計処理における計上月のズレもありますが、
概ね予算通りの支出状況となっています。
３）旅費は、出張旅費については53.9％の執行率となってお
り、特別旅費は内規に従い予算通り支出しています。ま
た、交通費は通勤費や雑交通費等に対して支出しており
44.7％の執行率となっています。旅費全体では60.3％の執
行率となっています。
４）会議費は、中央委員会は従来通りの集合で実施してきて
おり87.9％の執行率となっています。諸会議費は、幹事会
および書記長会議、三役会議等など集合とWebにて開催
してきており51.4％の執行率となっています。会議費全体
では46.8％の執行率となっています。
５）事務費は、備品費は事務消耗品や機器等の購入、パソコ
ンや複合機等のリース料として支出し、54.1％となってい
ます。通信運搬費は、振込手数料および郵送代、各種通
信料として支出し50.1％となっています。総務費について
は、システム関連運営費用ならびに事務局内総務関連など
を支出し、69.6％となっています。事務所費については事
務局家賃、水光熱費として66.1％の支出となり、事務費全
体では63.4％の執行率となっています。
６）教育研修費は、ワークルール検定受験費用（2回分）の
一部補填と、新規加盟組合研修（2回分）およびスキル
アップ研修会（3回分）、女性役員学習会（1回分）に関
する費用を支出し、63.2％の執行率となっています
７）組織対策費は、政策活動基金は情報労連の要請にもとづ
き支出をし、87.7％の執行率となっています。
　　主な内訳のうち、安全対策費は、一斉安全休工日のポス
ター作成費用や安全衛生強化期間における安全グッズ作
成費用等を支出し、81.8％の執行率となっております。平
和行動対策費は、集合開催で実施したピースフリッパー
2024に関する経費および平和行動分担金を支出し、54.3％
の執行率となっています。行事補償経費は、活動費用補

償保険代として支出し、教育宣伝
は、機関紙作成に関する諸費用、社
会貢献活動費は能登半島地震におけ
る支援費用として各々支出し、組
織対策費全体では58.4％の執行率と
なっています
8）支出全体の執行率は、58.2％（昨
年度5月末56.1％）であり、2023年
度通期見通しでは科目ごとに執行率
の濃淡は生じるものの概ね順調な支出と判断できます。引
き続き、効率的執行運営を行っていきます。

【特別会計について】
⑴犠牲者扶助資金会計
収入は収支剰余金31,001,146円のみであり、支出はありません。
⑵組織拡大資金会計
１）収入は、収支剰余金34,717,821円のみとなっています。
2）支出は、未組織企業の組織化および組織強化支援とし
て、以下の通り支出しています。
①未組織企業の組織化
ⅰ）エクシオ関連労働組合協議会リョウセイ労働組合
　　（2023年10月27日結成、2023年度第4回幹事会承認）
ⅱ）エクシオ関連労働組合協議会ケイ・テクノス労働組合
　　（2023年12月2日加盟、2023年度第5回幹事会承認）
ⅲ）ＮＤＳ労働組合静岡支部静Ｎ分会
　　（2024年4月1日再編、2023年度第11回幹事会承認）
②組織強化支援について
ⅰ）協和エクシオ関連労働組合協議会エクシオインフラ
労働組合（3年目）

ⅱ）東北情報インフラユニオンTTKグループ支部塚田
電気分会（2年目）

ⅲ）ミライト企業本部関連労働組合協議会ミライト・モ
バイル・イースト労働組合（2年目）

ⅳ）エクシオ関連労働組合協議会エクシオビジネス労働
組合（2年目）

ⅴ）エクシオ関連労働組合協議会リョウセイ労働組合
（1年目）

ⅵ）エクシオ関連労働組合協議会ケイ・テクノス労
働組合（1年目）

⑶なかま基金会計について
１）収入は、収支剰余金9,244,926円と、通建連合「なかま基
金」　カンパ1,678,227円、「令和6年能登半島地震」緊急支
援カンパ4,932,766円となっています。
２）支出は、情報労連「愛の基金」カンパ拠出として
1,678,000円、「令和6年能登半島地震」緊急支援カンパ集
約額4,932,766円を支出してきました。

⑷福祉活動交付金会計について
1）収入は、情報労連からの第３四半期分迄までの交付金
60,490,500円、雑収入として受入利息2８円、収支剰余金が
5,550,156円であり、収入合計は66,040,684円となっていま
す。
2）支出は、通信運搬費として6,380円、組織対策費として
Webアンケートへ回答者への謝礼等の諸経費と福祉担当
者会議に伴う費用および退職者ネットワークに伴う費用
として1,563,922円を支出してきました。また、加盟組織
への交付金支出は59,366,250円となっており、支出合計は
60,936,552円となっています。

2023年度一般会計・特別会計関係（中間会計報告）

小勝副議長
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【一般会計について】
⑴現金・預金について
２０２４年６月１７日１３時３０分現在の現金は、１０４,０５０円であり、預金についても帳簿残高ならびに証拠
書類と一致しており、相違ないことを確認しました。
また、貸借対照表に表示されている中間期残高についても、関係帳簿ならびに証拠書類と照合の
結果、相違ないことを確認しました。

⑵財務諸表について
貸借対照表、収支計算書に計上されている項目、金額を合計残高試算表、元帳及び補助簿により
点検した結果、会計処理規定に基づき正確に作成され、その内容についても正当であることを確認しました。

⑶収入について
２０２３年度中間期における会費等については、収支計算書に表示されている金額を関係帳簿ならびに証拠書類により調査
した結果、相違ないことを確認しました。

⑷支出について
２０２３年度中間期における一般会計の予算執行状況は、収支計算書ならびに収支内訳表に表示された通りであり、全て適
正に支出されていることを確認しました。

【特別会計について】
犠牲者扶助資金会計、組織拡大資金会計、なかま基金会計、福祉活動交付金会計の特別会計において、貸借対照表に表
示されている残高、金額等について、関係帳簿及び証拠書類を照合の結果、報告書の通り相違ないことを確認しました。

2023年度一般会計・特別会計関係（中間会計監査報告）

青木会計監査
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【予算編成方針の大綱】
2023年度は、第45回定期全国大会で決定した運動方針の柱である「雇用安定」「安全労働確立」
「労働条件向上」「組織拡大・強化」「社会的責任」に対応すべく幹事会で課題毎に論議し、確認し
つつ執行してきました。
2024年度においても通建連合の運動を着実に前進させ、「魅力ある通建業界」をめざすべく様々な
取り組みを展開し、効率的な運用に努めていきます。
　

【１．予算編成の考えかた】
⑴一般会計について
収入に関しては、組織拡大に向けた加盟組織の取り組み成果もあり、前年度と比較すると会費納入人員については下
表①のとおり、前年より若干の増収が見込まれます。
支出については、これまでの取り組みを継承・発展させるとともに、運動のさらなる充実をめざした2024年度運動方針
（案）に基づき、旅費支払規程等の見直しを踏まえ、メリハリのある予算としました。

＜表①　会費収入額および会費納入人員の推移＞
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

会費収入予算額（円） 233,746,560 235,813,080 240,114,720 243,965,640 253,410,720 257,251,620

前年比増減（円） 5,953,720 2,066,520 4,301,640 3,850,920 9,445,080 3,840,900

会費納入人員（人） 15,859 16,309 16,911 17,134 17,891 17,915

増減数（人） 371 450 605 223 757 24

⑵特別会計について
2023年度における剰余金における運営を基本とし、支出については各特別会計における用途を踏まえ対応していきます。

【2．一般会計について】
⑴収入について
１）2024年度会費については、情報労連会費と通建連合会費を区別して、表②の通りとして各々徴収します。

＜表②　会費納入区分表＞

区分 一般組合員 還元対象外 還元対象 パート・有期契約
還元対象外

パート・有期契約
還元対象

情報労連会費 675円 305円

通建連合会費 680円 300円 免除 5円 免除

２）情報労連会費納入人数については、2024年3月31日における加盟組織から報告等を踏まえた組合員数を基本に、一
般組合員に90％相当で算出した人数16,500名とし、パート・有期契約組合員については、雇用契約等による変動要素
が多いことから減少率を考慮した人数650名とします。
３）通建連合会費納入人数については、上記の組合員数を基本に、94％相当で算出された人数を納入人数とし、パー
ト・有期契約組合員および個人加盟組合員については情報労連会費同様に減少率を考慮した納入人数とし、具体的に
は表③のとおりとします。なお、還元対象となる組織の会費免除の適用は加盟から５年間とします。

＜表③　通建連合会費納入人数の前年度対比＞

一般組合員 還元対象外 還元対象 パート・有期契約
還元対象外

パート・有期契約
還元対象 計

2024年度 13,244 3,642 341 673 15 17,915

2023年度 13,079 3,579 489 328 416 17,891

増減数 165 63 －148 345 －401 24

４）情報労連還元金は、情報労連中央本部ならびに関東信越ブロック支部への専従派遣役員３名分の人件費一部負担額
として2,520万円が交付されます。
５）繰越収入については、2023年度の予算執行状況を勘案し、2,100万円の収支剰余金を見込み計上しました。
６）繰入金については、組織拡大資金会計から500万円を計上しました。
７）雑収入については、前年度結果を踏まえた額にて計上しました。
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⑵支出について
1）情報労連への会費納入については、収入の部における情報労連会費納入分をそのまま計上しました。
２）人件費については、直近の役職員賃金および一時金、福利厚生費等の平均額を算定基礎として各々計上を行うとと
もに、情報労連中央本部および関東信越ブロック支部派遣役員３名分について計上しました。
３）旅費については、これまでの活動を踏襲しつつ、2022年度の実績および2023年度の支出見込を踏まえて計上しまし
た。
４）会議費については、2024年度会費納入人員を踏まえ大会代議員および中央委員とし、中央委員会を石川県内、定期
全国大会を東京都内での開催として計上しました。
　　諸会議費は、開催方法を集合とWeb形式を基本に、前年度の開催状況等を踏まえ、①幹事会、②書記長会議、③三
役会議や会計監査、安全担当者会議を含む諸会議における経費について各々計上しました。
５）事務費については、2022年度の実績および2023年度の支出見込を踏まえ、備品費・通信運搬費・総務費・事務所費
について各々計上しました。
６）教育研修費については、役員育成の充実および役員相互の交流等を図る観点から、2022年度の実績および2023年度
の支出見込を踏まえて計上しました。
７）組織対策費については、2022年度の実績および2023年度の支出見込を踏まえつつ、各費用項目について計上しまし
た。なお、闘争費については2024年度予算より各種会議の諸会議費とその他組織対策費に振り分けて計上しました。
また、行事補償経費については支出内容が犠牲者扶助に関する保険内容であることから、2024年度会計より犠牲者　
扶助資金会計より支出します。
８）予備費については、収支差額を計上しています。

【3．特別会計について】
⑴犠牲者扶助資金会計について
役員の組合業務による災害等扶助の会計とします。収入については、2023年度の剰余金のみとします。
支出については、犠牲者扶助に関する保険を支出するとともに、事案が発生した際には犠牲者扶助委員会を開催して支
出額を確認していきます。
⑵組織拡大資金会計について
組織拡大に対するインセンティブ等の会計とします。収入については、2023年度の剰余金のみとします。
支出については、内規の支払い基準を踏まえつつ、幹事会への申請・確認に基づき支出していきます。また、一般会計
に500万円を繰入支出します。
⑶なかま基金会計について
大規模災害発生時等における加盟組織の組合員とその家族等に対する支援等の諸経費および社会貢献活動に諸経費とし
ての会計とします。
収入については、2024年度の剰余金と通建連合「なかま基金カンパ」とします。
支出については、「情報労連・愛の基金カンパ」への拠出と上記記載の事案が発生した場合に幹事会にて確認を行い、
支出していきます。
⑷福祉活動資金会計について
福祉活動に関する諸経費の会計とします。収入については、2023年度の剰余金と情報労連からの交付金とします。
支出については、福祉活動に関する諸経費について支出するとともに、電通共済の加入実績を踏まえて加盟組織に交付
していきます。
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大会議案書の表紙募集の結果について

この度は佳作に選んで頂きありがとうございます。
季節の花をよく見に行く世羅高原は家族のフォトス
ポットです。その中で妻が撮影したこの写真は幼き頃
の夏休みを思い出すようなどこか懐かしい写真だった
ので応募させて頂きました。機会があれば足を運んで
みてください。

この度は佳作に選んでいただき、誠にあ
りがとうございます。今年の元旦に発生し
た能登半島地震の揺れと津波により、岩盤
が崩落し、現在はほぼ半分の姿となってし
まいました。この震災を決して忘れないと
いう強い思いを込めて、この作品を応募さ
せてただきました。震災の記憶を風化させ

ず、未来に伝えていくことも私たち労働組合の使命だと感じ
ています。震災の痛みを共有し、共に未来を築いていくため
に、私たちはこの写真を通じてその思いを伝え続けていきた
いと思います。

《佳作》
ソルコム関連労働組合協議会　山野本さん

「世羅高原 ひまわり」

《佳作》
北陸地方情報通信設備建設労働組合　狩山さん

「珠洲 震災前の見附島」

この度は、最優秀賞に選考いただき、ありがとうご
ざいます。
ここは区画整理のため、2023年で一般開放は終了で
した。
最後の訪問だったので、暑い中たくさんのひまわり
に囲まれながら張り切って粘って撮った写真が選出さ
れてとても光栄です。
太陽の方向に向かって咲くひまわりのようにみんな
が顔を上げて活き活きしていられますように！

《最優秀賞》
コムシス情報システム労協　中村さん　

「sunfl ower」
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2024年秋のキャンペーン実施中！

あなたとあなたの愛する
家族のために

〈Myセーフティ〉医療保障に

「女性医療特約」
女性特有のリスクに備える

新登場

「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」
火災共済〈すまいる〉＆

     自然災害共済〈おまかせ〉が

　       制度・掛金改定します。

風水害の保障が

パワー
アップ！

火災共火災共済〈すまいる〈すまいる〈すまいる火災共火災共火災共火災共火災共済済済火災共火災共済済〈すまいる〈すまいる火災共火災共火災共火災共火災共済済

「新規」「増口」のチャンス！

ねんきん共済
《ひろがり》

デジタルギフトが
当たる！

“ウェビナー”“ウェビナー”“ウェビナー”“ウェビナー”“ウェビナー”“ウェビナー”“ウェビナー”“ウェビナー”
開催開催開催開催！

“ウェビナー”
開催！

無料
ライブ型Webセミナー

FPの担当者に気軽に相談♪

共済・保険相談会
実施中!

無料♪

「新規」「増口」のチャンス！

《《《

デジタルギフトデジタルギフトデジタルギフトデジタルギフト

共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会

デジタルギフトデジタルギフト

共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会

「新規」「増口」のチャンス！

デジタルギフトデジタルギフト

共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会

「新規」「増口」のチャンス！

デジタルギフトデジタルギフト

共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会共済・保険相談会
実施中!実施中!実施中!実施中!実施中!

「保険料控除証明書」
在中

2024

ご契約状況・契約更新 等   お手続きのご案内

〒101-0063  東京都千代田区神田淡路町二丁目101番地ワテラスタワー16階

ご契約に関する“大切なご案内”です。必ず開封し、中をご覧ください。

労連共済本部

親展・重要
年末調整用 保険料控除証明書在中※※ 必ずご確認ください ※※

封筒窓フィルムは紙資源としてリサイクルをすることができます。

お問い合わせ先

電通共済生協『あゆみちゃん』

共済・保険相談会のお申し込みはコチラ

ファイナンシャルプランナーに“気軽”に相談できる

AM９：00～PM５：00（土・日・祝日を除く）

受付時間

TEL.03-5297-6171

労連共済本部

（労連共済本部HP 秋のキャンペーン）

ねんきん共済《ひろがり》

あなたとあなたの愛する家族のために
〈Myセーフティ〉医療保障に

「女性医療特約」
女性特有のリスクに備える

新登場

「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」「女性医療特約」

“ウェビナー”
開催！

“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー“ウェビナー”””””””
開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催！！！！！！

“ウェビナー”
開催！

無料

火災共済〈すまいる〉＆
     自然災害共済〈おまかせ〉が　       制度・掛金改定します。

風水害の保障が
パワー
アップ！

Ｗ
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今年もやります！

プレゼント企画レレ ンンンンンンン 「新規」「増口」大募集！

ねんきん共済《ひろがり》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》

リニューアル
組合員Webが

デジタルギフトが当たる！

AM９：00～PM５：30（土・日・祝日を除く）

受付時間

電通共済生協グループ コールセンタ0120-211-114
生命共済〈ささえ愛〉 交通災害共済〈しぐなる〉火災共済〈すまいる〉 自然災害共済〈おまかせ〉

音声ガイダンス▶ １

マイカー共済 自賠責共済 

音声ガイダンス▶ ２

医療・傷害 〈Myセーフティ〉*＊団体総合生活保険のペットネームです

音声ガイダンス▶ ３

共済・保険についての“お悩み”や“お困りごと”は　　　  ご相談ください！
何でも

（電通共済生協HP） （ユアサポートHP）

ライブ型Webセミナー

開封前に必ず宛名をご確認ください。

【キャンペーン期間】 2024年8月30日㈮～10月21日㈪
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組合員Webが

？

5名様5名様 30名様30名様5名様5名様

今年もやります！
2024年2024年2024年2024年2024年2024年2024年2024年秋秋秋秋のののキャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーン
今年もやります！今年もやります！今年もやります！

キャンペーン期間:2024年10月21日まで

あゆみちゃんが
キャンペーン期間

出題するクイズにあゆみちゃんがあゆみちゃんが
答えて賞品を キャンペーン期間

するクイズクイズにあゆみちゃんが出題出題する
賞品をGETしよう！

A
コース

C
コース

B
コース

ビューティAセットビューティAセット

ナイトリペア
アイロン
ナイトリペア
アイロン

ディープモイスト
リペアトリートメント
ディープモイスト
リペアトリートメント

モイストホールド
リペアヘアミルク
モイストホールド
リペアヘアミルク

リフト
ドライヤー
リフト
ドライヤー

がんばろう能登
「じのもんギフトバコ」
がんばろう能登

「じのもんギフトバコ」ビューティBセットビューティBセット

今年の封筒はこちら

加入者急増中

おすすめ！
特に

死亡時だけでなく 魅力の割引率 予定利率

重度障害も保障!! 配当

ぜひこの機会に

生命共済 医療・傷害 ねんきん共済

将来のための
資金形成

安心・安全の“基盤保障”
お身体のリスクをワンストップで保障 !

特設サイトへGo!
秋のキャンペーン

（労連共済本部）（電通共済生協）

必ず開封を！

今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！
2024

今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！今年もやります！
202420242024

「プレゼント企画」「プレゼント企画」
電
通
共
済
生
協
グ
ル
ー
プ

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

ご応募は電通共済生協グループ“新”公式LINEから。詳しくは、キャンペーン封筒に同封のチラシをご覧ください。
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